
 

 

            

 
2022 年度 1月号 

                             発行者こども園園長 堀江和広 

聖句 「互いに愛し合いなさい」 

      わたしがあなたがたを愛したように、互いに愛し合いなさい。 

      これがわたしの掟である。 

1 月 一緒に喜んでください      ルカによる福音書 15 章 1～7 節 

 

あけましておめでとうございます。今年もどうぞ宜しくお願い申し上げます。 

一昨年は、日常保育や園行事など、感染状況を鑑みながらも「中止や順延」を前提に、対応策を講じて

きた年度でした。 

しかし昨年は、感染者数や状況が軽減化してきたとは言え、不安や心配な状況が続くなかでしたが「実

施を前提」として、どのようにしたらできるのかを検討し取り組んできた年度であったと言えます。 

 そのような状況の中にあっても、保護者の皆様には、ご理解ご協力を頂き、日常保育や諸活動を進める

事ができました事を心より感謝申し上げます。 

 こども園は開園当初より「保護者・地域・こども園」の三者で、将来を担うこども達を、育てていく事を願い

展開をして参りました。 

然しながらコロナ禍が続いた一昨年は、「こども達の為に一緒に汗を流す機会」が少なくなり、保護者の

皆様との交流や、交わりが上手くできなかったと感じております。 

コロナ禍以前は、保護者の皆様に、お手伝いやボランティアとして、関わって頂く機会が多くあり、そこで

交わされる何気ない会話や行動は、私達教職員と保護者の信頼関係を作っていく、とても大切な第一歩

であったのだと感じております。 

3 年ぶりに復活した「しののめまつり」では、沢山の保護者の皆様が、模擬店やゲームコーナー、おひさ

ま会ブース等で、お手伝いを担当して下さいました。またその後行われた「チャリティーウォーク」では、3チ

ームがエントリーし、すべてのチームがベスト 10 に入りました。 順位に拘ることなく、皆で楽しく取り組もう

を合言葉にスタートし、素晴らしい結果になりました。 「一緒に汗を流す」事はとても大切で、すぐに心や

気持ちが通じ合える機会であると痛切に感じています。新しい年が始まりますが、どんな状況にあっても

「共働」していく事の大切さを忘れずにしたいと考えております。今年もどうぞ宜しくお願い申し上げます。 

園長 堀江和広 

 


